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◎ 本書は，下記の日整連発行の教科書別にジャンル分けしています。また，法令問題に関しては，弊社発

行の『自動車整備士の法令教本 令和５年（2023 年）版』（3 月発刊）をご覧ください。
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◎ 各章の項目の順序は，各教科書の内容の順序（総論 ⇒エンジン本体…）となっています。授業の進行具

合に合わせてご使用いただけます。

◎ １ページ表面のみ（裏面は白紙）の小テスト形式です。また，B5 サイズよりも若干小さく作成している

ため，B5 のノートからはみ出ることなく貼り付けることができます。

◎弊社発行の自動車整備士シリーズと併せて本書をご使用ください。

◆本書の正誤等について◆
　本書の発刊にあたり、記載内容には十分注意を払っておりますが、誤り等が発覚した際は、弊社ホー
ムページに訂正情報を掲載しています。お手数ですが、ご不明な場合は一度ご確認をお願い致します。

https://www.kouronpub.com/book_correction.html　

◆本書籍の内容に関するお問い合わせ◆
　書籍の内容につきましては、必要事項を明記の上、下記までお問い合わせ下さい。

FAX
03-3837-5740

メール 【inquiry@kouronpub.com】
問合せフォームQR

または
記入必須事項

・お客様の氏名とフリガナ
・書籍名
・該当ページ数
・問合せ内容

・お客様の氏名とフリガナ
・FAX番号（FAXの場合のみ）
・書籍名　・該当ページ数　・問合せ内容

PCから

記入必須事項

　※お電話によるお問合せは、受け付けておりません。
　※回答までにお時間がかかる場合がございます。ご了承ください。
　※�必要事項に記載漏れがある場合、問合せにお答えできない場合がございます。ご注意ください。
　※�お問い合わせは、書籍の内容に限ります。試験の詳細、実施時期等ついてはお答えできかねます。
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第６章　基礎的な原理・法則 [4] 氏名 正解　　　/ ３

■圧力②（基礎工学　旧P83～ 85　P77 ～ 79）
【1】図に示す油圧式ブレーキの油圧回路におい

て，マスタ・シリンダの内径 A が 16mm，ホ

イール・シリンダの内径 B が 32mm の場合，

ブレーキ・ペダルを矢印の方向に 80N の力

（F1）で押したとき，ホイール・シリンダの

ピストンにかかる力（F2）は何 N か。[R1.10]

マスタ・シリンダ

ホイール・シリンダ

Ｆ１

ピストン

Ａ

Ｆ２Ｆ２ 支点

３6cm

ピストン

Ｂ
６cm

式　 答

N

【２】図に示す油圧式ブレーキの油圧回路におい
て，マスタ・シリンダの内径 A が 16mm，ホ

イール・シリンダの内径 B が 32mm の場合，

ブレーキ・ペダルを矢印の方向に 68N の力　

（F１）で押したとき，ホイール・シリンダの

ピストンにかかる力（F２）は何 N か。[R4.10]

マスタ・シリンダ
ホイール・シリンダ

Ｆ１

ピストン

（ブレーキ・ペダル）

Ａ

Ｆ２Ｆ２ 支点

３４cm

ピストン

Ｂ
４cm

式　 答

N

【３】図に示す油圧式ブレーキの油圧回路におい
て，マスタ・シリンダの内径 A が 14mm，ホ

イール・シリンダの内径 B が 42mm の場合，

ブレーキ・ペダルを矢印の方向に 75N の力

（F1）で押したとき，ホイール・シリンダの

ピストンにかかる力（F2）は何 N か。[R3.3]

マスタ・シリンダ

ホイール・シリンダ

Ｆ１

ピストン

Ａ

Ｆ２Ｆ２

（ブレーキ・ペダル）

支点

３２cm

ピストン

Ｂ
５cm

式　 答

N
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第３章　潤滑装置／第４章　冷却装置 [1] 氏名 正解　　　/11

■潤滑装置（２級ジーゼルP29～ 32）

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９

【１】エンジン・オイル及び潤滑装置に関する記述として，適切なものには○を，不適切なものには×を記
入しなさい。

１ ．オイル・クーラ部のバイパス・バルブは，オイル・クーラが詰まったときや，低温始動時などオイル

の温度が低く流動抵抗が異常に大きくなった場合に開く。[R3.10]
２ ．オイル・クーラ部のレギュレータ・バルブは，クーラ・エレメントが詰まったときや，オイルの温度

が低いときなどで流動抵抗が異常に大きくなった場合に開く。[R2.3/H30.10]
３ ．オイル・クーラ部のバイパス・バルブは，オイル・クーラが詰まったときや，暖機後などオイルの

温度が高く流動抵抗が小さくなった場合に開く。[R5.3]
４ ．リリーフ・バルブは，オイル・ギャラリの油圧が規定値を超えると開き，オイルをオイル・パンに

逃してオイル・ギャラリの油圧を一定に保つよう調整している。[R5.3]
５ ．レギュレータ・バルブは，オイル・ポンプで作り出した油圧が規定値を超えると開き，オイルの一

部をオイル・パンに戻して油圧を調整している。[R5.3]
６ ．エンジン・オイルは，そのオイル自体の温度が125℃～130℃以上になると急激に潤滑性が失われ

るので，オイル・クーラを装着してオイルの冷却を行っている。[R5.3/R2.3改 /H30.10改 ]
７ ．ジーゼル・エンジンに装着されているオイル・クーラは，一般に空冷式が用いられ，冷却のために

ラジエータの前部に取り付けられている。[R3.10/R2.3/H30.10]
８ ．オイル・クーラの分解時に取り外したパッキン及びOリングは，オ

イル・クーラの組み立て時に再使用が可能である。[R3.10]
９ ．オイル・クーラの分解・組み立てをする場合は，オイル・クーラの

加工時の穴の栓を取り外す必要がある。[R2.3/H30.10]

■ファン・クラッチ（２級ジーゼルP33・34・36）
【２】図に示す粘性式ファン・クラッチの作動に関する次の文章の（　）に当てはまる適切な語句を記入し

なさい。

ディバイダ・
プレート

流入口

スライド・バルブ

サーモスタット

ロッド

カップリング・ケース

ラビリンス

カップリング・シャフト

ベアリング・ケース

１ ．ラジエータ通過後の空気が規定の温度まで上がると，サーモスタットと一体のスライド・バルブが流

入口を（イ），粘性油が駆動室に入り，遠心力によりラビリンスを満たし，その粘性によってカップリ

ング・シャフトからの回転トルクがベアリング・ケースに伝えられ，ファンの回転速度は（ロ）なる。

[追加 ]

１ イ： ロ：
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第３章　アクスル及びサスペンション [2] 氏名 正解　　　/13

■乗り心地 / エア・スプリング型サスペンション②（２級シャシP71～ 79）
【１】エア・サスペンションのレベリング・バルブに関する記述として，適切なものには○を，不適切なも

のには×を記入しなさい。

１ ．レベリング・バルブのコネクティング・ロッドの長さを変えることにより，エア・スプリングの全長

が調整できる構造となっている。[H31.3/H29.10]
２ ．レベリング・バルブのレバーが水平状態のときは，レベリング・バルブのインレット・バルブとエキ

ゾースト・バルブは共に通路を閉じている。[H29.10]
３ ．レベリング・バルブのレバーが下降状態のときは，レベリング・バルブのインレット・バルブの通路

は開き，アウトレット・バルブの通路は閉じている。[H31.3]
４ ．レベリング・バルブは，フレームとアクスルの相対位置をレバーの角度として検出し，その信号を

ECUに入力している。[R2.3]

１ ２ ３ ４

■電子制御式エア・サスペンション（２級シャシP71～ 87）
【２】電子制御式エア・サスペンション（エア・スプリング制御式）に関する記述として，適切な場合には

○を，不適切な場合には×を記入しなさい。

１ ．プレッシャ・センサは，エア・コンプレッサの吐出圧力を検出し，その信号をECUに入力している。

[R4.10/R4.3/R3.3/R2.10/R1.10/H30.10/H30.3]
２ ．プレッシャ・センサは，エア・スプリング内のエア圧を検出し，その信号をECUに入力している。

[R5.3/R3.10/R2.3]
３ ．ハイト・センサは，フレームとアクスルの相対位置をレバーの角度として検知し，その信号をECU

に入力している。[R5.3/R4.3/R3.10/R2.10/H30.10/H30.3]
４ ．マグネティック・バルブは，ECUからの信号により，エア・スプリングのエアを供給又は排気して，

エア・スプリングの全長を制御している。[R5.3/R4.10/R4.3/R3.10/R3.3/R2.10/R1.10/H30.10/H30.3]
５ ．プロテクション・バルブは，エア・タンク内の圧力が規定値以上に上昇した場合，エア・タンク内の

圧縮されたエアを大気中に放出する｡ [R4.10/R3.3/R1.10]
６ ．セーフティ・バルブは，エア・サスペンション系統にエア漏れが発生したとき，ブレーキ装置などの

他の系統のエア圧が失われないようにしている。[R4.10/R3.3/R1.10]
７ ．ECUのレベリング制御では，各ハイト・センサの信号から車高を検出しており，基準車高値から規定

範囲以上外れた場合は，プロテクション・バルブを作動させて基準車高に調整する。[R5.3/R3.10/R2.3]
８ ．ベローズ型のエア・スプリングは，ストロークに応じてべローズ（ゴム層）が反転する構造のため，

必要なばね定数やばね特性は得られるが，耐久性はダイヤフラム型より劣る。[R2.3]
９ ．エア・スプリングは，前後，左右方向の剛性がないので，アクスルなどを支持するための構造を備え

る必要がある。[R4.3/R2.10]

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
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道路運送車両の保安基準［２］ 氏名 正解　　　/17

■ ばい煙，悪臭のあるガス，有害なガス等の発散防止装置（法令教本P204 ～ 214）
【１】「道路運送車両の保安基準」及び「道路運送車両の保安基準の細目を定める告示」に照らし，ばい煙，

悪臭のあるガス，有害なガス等の発散防止装置に関する次の文章の（　）に当てはまる適切な語句を記

入しなさい。

１ ．内燃機関を原動機とする自動車には，炭化水素等の発散を防止することができるものとして，機能，

性能等に関し告示で定める基準に適合する（　）を備えなければならない。[R5.3/R3.10/R2.3]

１

■ 灯火関係①（法令教本P217 ～ 285）
【２】「道路運送車両の保安基準」及び「道路運送車両の保安基準の細目を定める告示」に照らし，灯火等

に関する記述として，次の文章の（　）に当てはまる適切な語句を記入しなさい。

１ ．最高速度が100km/hの四輪小型自動車の走行用前照灯の数は，（イ）個又は（ロ）個であること。

[R4.10/R4.3改 /H30.3改 ]
２ ．前部霧灯の灯光の色は，（イ）色又は（ロ）色であり，その全てが同一で，同時に（ハ）個以上点灯

しないように取り付けられていること。[R4.3/R2.10/H30.3]
３ ．側方反射器は，（イ）にその側方（ロ）の距離から（ハ）で照射した場合にその反射光を照射位置か

ら確認できるものであること。[R4.3改 ]
４ ．車幅灯は，夜間にその前方（　）mの距離から点灯を確認できるものであり，かつ，その照射光線は，

他の交通を妨げないものであること。[H30.3]
５ ．昼間走行灯の灯光の色は，（イ）であり，光度は（ロ）以下で，かつ，その照射光線は，他の交通を

妨げないものであること。[R3.3/R1.10]
６ ．尾灯は，夜間にその後方（イ）mの距離から点灯を確認できるものであること。また，尾灯の灯光の色は，

（ロ）色であること。[H31.3]
７ ．後部反射器は，夜間にその後方（イ）mの距離から（ロ）で照射した場合にその反射光を照射位置

から確認できること。後部反射器による反射光の色は（ハ）色であること。

[R5.3/R3.3改 /R1.10/H30.3]

１ イ：　　　個 ロ：　　　個 ２ イ：　　　　色 ロ：　　　　色 ハ：　　　個

３ イ： ロ：　　　　　　　　　  m ハ：

４ m 5 イ：　　　　　　　  色 ロ：　　　　　　  ｃｄ

６ イ：　　　　m ロ：　　　　色 ７ イ：　　　　　m ロ： ハ：　　　　色
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